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名 船 発 掘 ・日本

結
明
圭
造
の
小
笠
原
航
路
に
就
航

戦
前
の
小
笠
原
航
路
は
、
明
治
９
年
（１
８
７
６
）

の
三
菱
会
社
に
よ
る
開
設
以
来
、
大
正
初
期
ま
で
は

日
本
郵
船
、
そ
れ
以
後
は
近
海
郵
船
が
運
航
し
て
き

た
。

つ
ま
り
、
郵
船
系
の
航
路
で
あ

っ
た
。

中
断
期
が
あ

っ
た
。
第
１
次
大
戦
中
の
大
正
４
年

（１
９
１
５
）
３
月
か
ら
７
年
５
月
ま
で
の
３
年
間

で
あ
る
。
大
戦
中
の
船
不
足
が
背
景
に
あ

っ
た
。

困

っ
た
の
は
島
民
だ
。
人
口
は
５
千
人
を
超
え
て

お
り
、
二
食

（米
麦
）
の
移
入
と
砂
糖
の
積
み
出
し

が
で
き
な
い
と
、
生
活
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
。

窮
地
を
故

っ
た
の
は
資
産
家
緒
明
圭
造
で
あ
る
。

「嘉
代
丸
」
を
投
入
。
国
と
東
京
府
か
ら
年
１
万
８

千
余
円
の
補
助
を
受
け
、
郵
船
に
代
わ

っ
て
年
１８
回

の
小
笠
原
定
期
を
お
こ
な

つ
た
。
助
成
期
間
は
１
年

間
だ

っ
た
が
、
運
航
は
３
年
間
続
け
ら
れ
た
。

緒
明
圭
造
は
慶
応
３
年

（１
８
６
７
）
伊
豆
湯
ヶ

島
の
生
ま
れ
。
品
川
お
台
場
に
あ

つ
た
緒
明
造
船
所

の
創
業
者
給
明
菊
三
郎
の
も
と
で
腕
を
磨
き
、
造
船

業
か
ら
海
運
業

へ
の
事
業
転
換
を
提
案
し
た
。
の
ち

菊
二
郎
の
娘
婿
と
な
り
、
事
業

（お
も
に
海
運
業
）

と
資
産
を
相
続
し
た
。
ち
な
み
に
、
菊
二
郎
は
伊
豆

戸
田
村
の
船
大
工
嘉
吉
の
息
子
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
船

員
に
よ
る
洋
式
帆
船

「
ヘ
ダ
」
の
建
造
に
従
事
し
た

父
を
手
伝
い
、
洋
式
船
の
道
船
技
術
を
学
ん
だ
。

「嘉
代
九
」
の
前
身
は
英
国
船

「
サ
ル
タ
ン
∽
Ｆ
【市営
」

で
あ
る
。
明
治
２７
年

（１
８
９
４
）
英
ベ
ル
フ
ア
ス

卜
の
ワ
ー
ク
マ
ン

・
ク
ラ
ー
ク
社
で
竣
工
。
英
ブ
ル

ー

。
フ
ア
ン
ネ
ル

・
ラ
イ
ン
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
～
バ

タ
ヴ
イ
ア
～
フ
リ
ー
マ
ン
ト
ル
間
に
就
航
し
た
。

ブ
ル
ー

・
フ
ア
ン
ネ
ル

・
ラ
イ
ン
は
、
リ
ヴ
ア
プ

ー
ル
の
海
運
人
ア
ル
フ
レ
ッ
ド

・
ホ
ル
ト
が
元
治
２

年

（１
８
６
５
）
に
創
設
し
た
オ
ー
シ
ャ
ン

・
ス
チ

ー
ム
シ
ッ
プ
社
を
始
ま
り
と
す
る
。
当
初
か
ら
汽
船

を
投
入
、
英
国
と
束
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
植
民
地
航
路
を

経
営
し
て
き
た
。
煙
突
が
青
色
な
の
で
ブ
ル
ー

・
フ

ア
ン
ネ
ル

・
ラ
イ
ン
と
称
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
～

フ
リ
ー
マ
ン
ト
ル

（西
豪
州
）
航
路
は
、
東
ア
ジ
ア

航
路
の
支
線
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

創
業
当
時
、
世
界
の
遠
洋
航
路
は
快
速
帆
船

（ク

リ
ッ
パ
ー
）
の
全
盛
時
代
で
あ
り
、
汽
船
が
こ
れ
に

対
抗
す
る
の
は
難
し
か

っ
た
。
が
、
同
社
は
２
連
成

汽
機
を
装
備
し
た
鉄
製
汽
船
を
使
用
し
て
、
こ
れ
を

駆
逐
し
て
い
っ
た
。
と
く
に
東
ア
ジ
ア
航
路
の
ば
あ

い
、
明
治
２
年

（１
８
６
９
）
の
ス
エ
ズ
運
河
開
通

に
よ
る
航
路
短
縮
が
汽
船
に
有
利
に
働

い
た
。

張
作
霧
の
海
軍
で
生
涯
を
終
え
る

こ
の
船
の
姿
は
変
わ

っ
て
い
る
。
前
方
に
配
置
し

た
船
橋
甲
板
室
が
異
様
に
大
き
い
。
頭
で
っ
か
ち
な

外
形
は
静
穏
な
熱
帯
海
域
に
ふ
さ
わ
し
く
、
小
笠
原

航
路
に
向

い
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

緒
明
圭
造
が
購
入
し
た
の
は
明
治
４２
年

（１
９
０

９
）
で
あ
る
。
「嘉
代
丸
」
の
船
名
は
三
女
嘉
代
子

か
ら
と
ら
れ
た
。
船
籍
地
は
横
浜
。
日
本
～
満
州

（中

国
東
北
部
▼

華
北
間
を
結
ん
だ
。
小
笠
原
航
路
当

時
は
、横
浜
が
発
着
港
だ

っ
た
。
人
丈
島
に
寄
港
し
、

父
島
と
母
島
ま
で
往
復
し
た
。
さ
ら
に
年
２
回
青
ヶ

島
に
寄
港
。
年
６
回
硫
黄
島

へ
延
航
し
た
。

小
笠
原
航
路
か
ら
搬
退
後
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船
と

し
て
日
本
～
青
島
間
を
往
復
。
大
正
１１
年

（１
９
２

２
）
神
戸
の
山
本
佐
次
郎
に
売
却
さ
れ
た
。
同
じ
海

域
で
稼
働
し
て
い
た
よ
う
だ
。
以
後
の
船
歴
は
不
明

で
あ
る
が
、
外
務
省
外
交
史
料
館
の
ネ

ッ
ト
公
開
資

料
に
、
晩
年
の
動
静
を
伝
え
る
記
録
が
あ

つ
た
。

大
正
１３
年

（１
９
２
４
）
１０
月
２５
日
付
の
そ
の
資

料
は
、
牛
荘

（営
口
）
の
中
山
領
事
が
本
省
に
訓
令

を
仰
い
だ
も
の
。
神
戸
か
ら
旅
順
経
由
で
牛
荘
に
入

港
し
た

「嘉
代
丸
」
の
船
長
が
、
牛
荘
で
の
議
装
工

事
に
と
も
な
い
、
不
要
に
な
る
乗
組
員
減
員
の
認
可

を
領
事
に
求
め
た
公
文
書
で
あ
る

（「船
舶
職
員
施

行
規
則
」
第
７
条
に
よ
る
認
可
申
請
）。

同
船
は
当
時
、
華
人
に
売
却
手
続
中
で
あ

っ
た
。

議
装
工
事
の
目
的
が
東
北
軍

（奉
天
派
）
の
軍
艦

ヘ

の
改
装
で
あ

っ
た
た
め
、
認
可
行
為
に
つ
い
て
の
訓

電
を
本
省
に
求
め
た
の
だ
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
東

北
軍
の
総
帥
は
張
作
宗
と
息
子
張
学
良
で
あ
る
。

結
局
、
同
船
は
華
人
の
手
に
渡
り
東
北
軍
の
軍
艦

に
な

っ
た
。
萌
遠
島
航
警
学
校
の
練
習
艦

「威
海
」

が
そ
れ
ら
し
い
が
、
筆
者
は
確
証
を
得
て
い
な

い
。

中
国
の
海
軍
史
書
に
も
同
船
の
関
連
記
事
が
あ
る
よ

う
だ
が
、
筆
者
の
経
験
上
、
こ
の
国
の
近
現
代
対
象

の
海
事
研
究
は
信
じ
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
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